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も
う
す
ぐ
「
何
で
も
書
こ
う
会
」
だ
。
何
を
書
こ
う
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
図
書
館

で
『
杉
並
区
史
跡
散
歩
地
図
』
を
見
つ
け
た
。
Ａ
コ
ー
ス
か
ら
Ｎ
コ
ー
ス
ま
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
我
が
家
の
近
辺
は
最
終
の
Ｎ
コ
ー
ス
だ
。
熟
考
の
末
、
Ｃ
コ
ー
ス
の
『
荻

窪
界
隈
』
に
行
く
こ
と
に
し
て
、
友
人
が
薦
め
て
く
れ
た
大
田
黒
公
園
を
目
的
地
に
定

め
た
。 

 

曇
り
空
で
、
風
の
あ
る
日
だ
っ
た
。
気
温
は
二
十
五
度
程
度
、
帽
子
を
か
ぶ
り
い
ざ

出
発
。
道
に
迷
い
乍
ら
、
地
図
を
広
げ
乍
ら
歩
く
こ
と
一
時
間
半
。
立
派
な
瓦
屋
根
の

檜
の
門
、
そ
の
脇
に
「
大
田
黒
公
園
」
の
石
碑
が
あ
る
。
こ
こ
だ
！ 

 

門
を
入
る
と
中
は
緑
一
色
、
銀
杏
並
木
が
ず
ず
っ
と
奥
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
公

園
は
、
大
田
黒
元
雄
氏
の
屋
敷
跡
を
杉
並
区
が
整
備
し
開
園
し
た
も
の
で
、
大
田
黒
氏

が
八
十
六
歳
で
逝
去
さ
れ
る
ま
で
四
十
七
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
で
音
楽
活
動

を
続
け
ら
れ
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た
と
あ
る
。 

彼
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
凄
い
。
中
学
校
（
現
、
高
校
）
卒
業
後
、
ピ
ア
ノ
を
東
京
音

楽
学
校
で
、
ベ
ッ
ツ
ォ
ル
ト
師
に
学
ん
だ
。
十
九
歳
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
留
学
。
二
年

後
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
為
帰
国
。
そ
の
後
東
京
に
て
執
筆
活
動
を
‥
‥
‥
。 

記
念
館
に
は
昭
和
八
年
に
建
築
さ
れ
た
と
い
う
西
洋
風
の
建
物
が
あ
り
、
室
内
に
は

生
前
、
氏
が
愛
用
し
た
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
製
の
ピ
ア
ノ
や
蓄
音
機
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
外
に
目
を
や
る
と
広
大
な
緑
の
庭
。
こ
の
豊
か
さ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？ 

展
示
さ
れ
て
い
る
説
明
文
を
隈
な
く
読
ん
で
い
く
と
、
彼
の
父
親
は
、
大
田
黒
重
五

郎
。
三
井
物
産
に
入
社
後
、
当
時
経
営
が
悪
化
し
て
い
た
芝
浦
製
作
所
（
現
東
芝
）
を

再
建
し
た
、
と
あ
っ
た
。 

我
が 

企
業O

B

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
東
芝
出
身
の
方
々
の
顔
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
音
楽
評

論
家
の
草
分
け
と
な
っ
た
大
田
黒
元
雄
氏
と
繋
が
り
が
‥
‥
‥
、
彼
を
育
ん
だ
の
？ 

し
か
し
、
氏
は
そ
の
後
電
力
事
業
を
各
地
に
展
開
し
財
を
得
た
と
あ
る
。
大
田
黒
元

雄
の
豊
か
さ
は
、
東
芝
が
財
源
で
は
な
か
っ
た
。 

改
め
て
庭
に
出
る
と
、
青
々
と
し
た
竹
林
。
美
女
柳
が
嫋
や
か
な
黄
色
の
花
を
そ
よ

が
せ
、
青
の
濃
淡
の
紫
陽
花
が
庭
園
を
彩
る
。
大
き
な
池
に
は
黄
金
色
の
鯉
が
何
匹
も

泳
い
で
い
る
。
清
々
し
い
。O

B

ペ
ン
の
仲
間
を
思
っ
た
。 


